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筆者はさきに， 体型に適合した衣服寸法の基準を設定する目的で， 旭川市の幼児から成人にいた

る各年齢を対象に身体計測を実施し， そのうち幼児， 小学生， 中学生については， 体型に適する衣

服寸法と関連づけてすでに報告した２）３）４），今回は幼児から成人までの年齢を対象として，幼児期から

急速な成長を遂げて成人体型となる推移を検討したので， ここにその結果を報告する．
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１９６６年および１９６７年に身体計測を実施した４歳～成人の各年齢の中から， ３歳間隔に４歳・７
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歳・１０歳・１３歳・１６歳・１９歳・成人（２２～２９歳）の７年齢層にわたる健康な男女６６４人をえらび，

これを対象とした．

表１ 年齢別被験者数
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女
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５０

　　

４０

３２１

３４３
６６４人

　

被験者の生活環境の概況をみると， 居住地は旭川市とその周辺であり， 家庭の職業は会社員と公

務員とが約６０％を占めている．また両親の出身地は北海道が約８０％で，その他は東北各県の出身者

が多い・

　

計測項目は，衣服寸法に関連のある次の１４項目とした，すなわち長育項目では身長，前上陽骨
疎

高， 膝関節高， 後月同高，股の高さ，袖丈，背丈の７項目と，周育項目では胸囲，胴囲
（４歳は腹囲），

腰囲， 頭付根囲， 上腕最大囲， 大腿最大囲の６項目と， これに幅育項目の背肩幅
１項目を加えた合

計ｉ４項目である．

　

各項目ごとにそれぞれの平均値を算出し， 年齢別， 性別に体格， 体型の特徴と年齢的推移を検討

した．

　

計測の方法は， 工業技術院の日本人体格調査
５）の方法によった，

結果および考察
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長育項目について
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長育項目の計測結果
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“１％の危険率で有意

＊

　

５％の危険率で有意

　

身長の増加は男女ともに４～１３歳までは急激であり，１３歳～成人では緩慢である，すなわち男子

の身長増加量は， ４・７歳間では１７．５ｃｍ，７・１０歳間では１５．８ｃｍ である．また１０・１３歳間では

（２４）
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増加量の最大値に達し，その値は１８．９ｃｍ．となる，しかし１３歳以後の年齢間では増加量が次第に減

少し，１３・１６歳間では８．６ｃｍ，１６・１９歳間では２．７ｃｍ となる．１９歳の身長は１６７．２ｃｍ で， 成人

の身長を１，３ｃｍ上回り， 男子平均値の最大となる．また１９歳の身長の性差は１４，２ｃｍ で， 男子は

女子よりも明らかに大である，

　

女子の身長では４・７歳間が１９．２ｃｍ で，最大増加量を示す．７・１０歳間，１０・１３歳間の増加量

はほぼ等しく， それぞれ１５．２ｃｍ，１５．７ｃｍ である．１３歳以後の各年齢間の増加量は急激に減少し，
１３・１６歳間ではわずかに１．ｏｃｍ を示すに過ぎない， 女子の身長では， １６歳の１５３．８ｃｍ が， １９歳

や成人を０，８～１，４ｃｍ 上回り， 女子の平均値の最大となる．

　

身長の増加量が，１３歳を境にした各年齢間で増減する傾向や，増加量の最大値を示す年齢が男女

によって異なる傾向は，旭川市に限らず全国的にみられるものである．すなわち全国平均値
５）の身長

について， １歳間隔の各年齢間の増加量をみると， ５～８歳までは直線的に増加し， その後は男女

それぞれに異なった成長過程をたどり，女子では１０・１１歳間と１１・１２歳間で，男子では１３・１４歳

間で， それぞれ年間増加量の最大値を示している． また最大値を示した年齢以後では急速に年間増

加量が減少している． 旭川市の身長も全国平均値とほぼ同様の成長パターンを示しているが， 増加

量の最大値を示す年齢がやや異なるのは， 旭川市の場合は増加量の年齢区分を３か年間としている

ためであろう，

　

成長期の男女では身体各部位が加齢とともに増大するが， 各項目の年間増加量は， 成長に対する

衣服各部のゆとり量を設定する場合の基礎資料となる． このことから衣服の着用年数をも勘案し，
年齢区分を３歳間隔としたが， これらの各年齢の３か年間増加量は， 成長期の年齢を対象とした衣

服の設計・製作に際し役立てることができるであろう．

　

次に前上腸骨疎高， 膝関節高， 股の高さの３項目は， 身長とほぼ同様の年齢的変化を示し， 男女

ともに４～１３歳で急速に増加する．また上記３項目の平均値が最大となるのは女子が１６歳，男子が

１９歳である． 各年齢間の増加量が最大値を示すのは４・７歳間であり， 前上腸骨東束高では男子１１，
ｌｃｍ， 女子１２．３ｃｍ， 膝関節高では男子６．５ｃｍ， 女子７．５ｃｍ， 股の高さでは男子９．８ｃｍ， 女子１０．
５ｃｍ である．３項目ともに， 男子に比して女子の増加量が大であり， また７歳の平均値では，きわ

めて顕著な性差が認められる． この３項目は身長や足長に関連する身体部位であり， 身長の増加が

著しい４・７歳間の年齢では， 身長の増加にともない足部の各項目も著しく増加し， 低年齢の女子

では特に増加が顕著であることを示している．

　

次に身長と下肢長， 上肢長の増加傾向を比較するために， 下肢長， 上肢長に関連のある前上腸骨

疎高， 袖丈の２項目をそれぞれ身長と比較した． 各年齢間の増加量は， 身長の方が腸骨束束高， 袖丈

よりも当然大きい値を示しているが， 各年齢間の増加率によって比較すると，４～１３歳間は総体的

にｉ湯骨東束高，袖丈が身長よりも急速に増加する．すなわち男子の４・７歳間では，身長の増加量１７．
５ｃｍ（増加率１６．９％）に対し， 前上陽骨疎高の増加量は１１，ｌｃｍ（増加率２１．２％）であり， 袖丈の

増加量は６．７ｃｍ（増加率２０．８％）である，また女子の４・７歳間の身長の増加量１９．２ｃｍ（増加率

１８，７％）に対し， 前上陽骨申束高の増加量は１２，３ｃｍ（増加率２３．７％）， 袖丈の増加量は６，９ｃｍ（増

加率２１，７％）である．このような増加率の傾向は７・１０歳間，１０・１３歳間にもみられる．すなわち

下肢や上肢の成長が身長よりも急速であり， また下肢が上肢よりも成長が急速である， 成長の著し

い各年齢間では， 身長の増加の大部分は下肢の増加によるものといえる， このような傾向が， 乳児

期にもみられることについては， 柳沢ら７｝がすでに報告している．

　

長育各項目は， 総じて身長とほぼ同様の年齢的変化を示す， すなわち， 長育各項目の増加量が最

大値に達するのは，男子では１０・１３歳間であり，女子では男子よりも２～３歳早く，７・１０歳間で

（２５）
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表３に幅育項目の背肩幅と周育６項目の平均値を示した．各年齢間の増加量が最大値を示すのは，

男女ともに１０・１３歳間である．女子では最大値を示す年齢が長育項目よりも２～３歳遅くなってい

る． また各項目の増加量は， 女子では１３・１６歳間以後， 男子では１６・１９歳間以後には， ともにき

わめて僅少となる，

　

なお幅育項目と周育項目の平均値を，筆者とほぼ同一時期に計測した土井ら
１｝の京都市４歳値（背

肩幅男子２６．４ｃｍ， 女子２６．４ｃｍ・胸囲男子５１．６ｃｍ， 女子５０，６ｃｍ・腹囲男子４６．２Ｃｍ， 女子４６．

６ｃｍ・頚付根囲男子２７，３ｃｍ，女子２７．ｏｃｍ・上腕最大圏男子１５２ｃｍ，女子１５，３Ｃｍ・大腿最大囲

男子２９．ｌｃｍ，女子２９．９ｃｍ），および竹ノ内ら
６｝の鹿児島市１６歳値（背肩幅男子４１．４ｃｍ， 女子３８．

４ｃｍ・胸囲男子８１，２ｃｍ， 女子７９．２ｃｍ・胴囲男子６５．２ｃｍ， 女子５９．２ｃｍ・腰囲男子８３．６ｃｍ， 女

子８７．８ｃｍ・頭付根囲男子３９．４ｃｍ，女子３６．５ｃｍ），１９歳値（背肩幅男子４２．８ｃｍ，女子３８．６ｃｍ・

胸囲男子８６．３ｃｍ， 女子８０．２ｃｍ・月岡囲男子６９，８ｃｍ， 女子６０，７ｃｍ・腰圏男子８７．３ｃｍ， 女子８７．

２ｃｍ・頚付根囲男子４１．２ｃｍ， 女子３７．ｏｃｍ） と比較すると， 旭川市の４・１６・１９歳値が各項目と

もに大である．また全国平均値
５｝と比較すると成人以外のすべての年齢の男女が，各項目にわたって

旭川市の方が大である，

　

筆者は前著２）３｝４｝において， 旭川市の幼児，小学生，中学生の平均値を全国平均値
５）と比較し，背肩

幅や周育項目が有意に優れているという結果を得た． このような傾向が今回行った高校生や大学生

の年齢層にもみられるのは興味深い，すなわち旭川市の成人以外の被験者の体型は，背肩幅が広く，

体幹部の太い，いわゆる「ずんぐり」型を示している，なお本報告で成人というのは２２～２９歳を指

しているが， 全国平均値の年齢区分は必ずしもこのようになっていないので， 成人の体型比較につ

（２６）



衣服設計のための身体計測値について

いてはここでは検討できなかった．

幅育項目の背肩幅では７～１６歳の増加が著しい． 男子は７・１０歳間の増加量が４．ｏｃｍ，１０・１３

歳間が４，５ｃｍ，１３・１６歳間では最大値に達し， ４．８ｃｍ となる， 女子は７・１０歳間の増加量が３．６

ｃｍ，１０・１３歳間では最大値に達し，３，９ｃｍとなる，また男女の平均値が最大となるのは１９歳であ

る．１９歳の背肩幅は男子では４５，７ｃｍ で， 成人の背肩幅を１．３ｃｍ上回るのに対し， 女子では４０．５

ｃｍ で成人を僅かに０．５ｃｍ上回るに過ぎない， 背肩幅は１３・１６・１９歳・成人の各年齢ともに男子

が女子よりも大であり， 顕著な性差が認められる． 男子の背肩幅は加齢とともに著しく増大し， 平

均値が最大を示す１９歳では，性差がきわめて大きく，その値は５．２ｃｍに達する， すなわち背肩幅

の年齢的変化は， 男女の体型を特徴ずける主要な項目であることがわかる，

　

次に周育項目の胸囲では， ７歳～１３歳の増加が著しく， その最大値を示すのは１０・１３歳間であ

る．この年齢間では特に女子の胸囲の増大が顕著である．すなわち７・１０歳間の増加量は男子が６，
６ｃｍ， 女子が８．ｌｃｍ，１０・１３歳間は男子が９，９ｃｍ， 女子が１１．９ｃｍ と， いずれも女子の増加量が

男子のそれを上回る，１３歳の胸囲の平均値が女子では７８，６ｃｍ であるのに対し男子では７６，７ｃｍ

である，すなわち女子の胸囲は男子のそれを約２．ｏｃｍ上回っており，有意の性差が認められる，し

かし１３歳以外の各年齢の胸囲では男子が優位であり， 平均値が最大を示す１９歳では， 男子の胸囲

は８８．ｏｃｍ，女子の胸囲は８２．７ｃｍ で，性差は５．３ｃｍ となる．１０・１３歳間の年齢は女子の思春期的

成長を示す時期にあたり， 周育各項目が一時的に男子を凌駕するものと思われる，

　

次に腰囲， 上腕最大囲， 大腿最大囲の３項目はすべて胸囲とほぼ同様の年齢的変化を示す． すな

わち３項目の増加量が最大値を示すのは１０・１３歳間であり，１３歳の平均値はいずれも女子が男子

を上回っている．１０・１３歳間の腰囲の増加量は， 男子１１．ｏｃｍ， 女子１４，ｏｃｍ であり， 上腕最大囲

は男子４，ｌｃｍ， 女子４．８ｃｍ である． また大腿最大囲は男子６，４ｃｍ， 女子９．４ｃｍ である，１３歳の

平均値は，腰囲が男子８１．４ｃｍ に対し女子８６．２ｃｍ，上腕最大囲が男子２３，２ｃｍに対し女子２３，９ｃｍ

である． また大腿最大囲が男子４６，４ｃｍに対し女子５０，５ｃｍ と， ３項目はともに女子が男子よりも

上回り，明瞭な性差が認められる．３項目のうちでは特に女子の腰囲の増加が著しく， ７歳～１６歳

の平均値がいずれも男子より大であり， 各年齢ともに有意な性差が認められる． すでに述べたよう

に男子の体型を特徴ずける主要な項目は背肩幅であるのに対し， 女子のそれは腰囲であるとみなす

ことができよう，

　

次に胴囲， 頭付根囲もまた背肩幅とほぼ同様の年齢的変化を示す． すなわち上記の２項目はとも

に１０・１３歳間で増加量の最大値を示し，１３歳の平均値はいずれも男子が女子よりも大である．１０・

１３歳間の胴囲の増加量は，男子６．８ｃｍ， 女子６．４ｃｍ であり， 類付根囲は男子５．ｌｃｍ，女子３．９ｃｍ

である．また１３歳の胴囲の平均値は，男子６２．３ｃｍに対し女子６０，５ｃｍ であり，頭付根囲は男子３７，
６ｃｍに対し女子３６．７ｃｍである． また胴囲では４歳以外の各年齢が， 頭付根囲では１３歳～成人の

各年齢が， いずれも男子が女子よりも大であり， 有意の性差が認められる．
幅育項目と周育項目では７～１３歳の増加が著しく， 増加量が最大値を示すのは１０・１３歳間であ

る， 女子では長育項目の最大値を示す年齢よりも， 幅育項目と周育項目の最大値を示す年齢の方が

２～３歳遅くなっている．

幅育項目の背肩幅と， 周育項目の胴囲及び頭付根囲は， 年齢的変化が類似し， またこの３項目は

ともに男子が優位である． 周育項目の胸囲， 腰囲， 上腕最大囲， 大腿最大囲の４項目もまた年齢的

変化が類似し， このうち腰囲， 上腕最大囲， 大腿最大囲の３項目はともに，女子が優位である，

　

男子では胴囲の顕著な増大によって，胸囲との差及び腰囲との差がともに１６・１９歳間で減少し，
体幹部が「ずんどう」な体型となる，女子では胸囲， 腰囲が顕著に増大するが， 胴囲の増加は１３歳

（２７）
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子

以後次第に減少し，「胴くびれ型」の体型となる，またすでに述べたように， 背肩幅は男子が特に優

れ， 腰囲は女子が特に優れているので， この２項目の年齢的変化は， 男女の体型を特徴ずけるもの

として， 衣服設計の重要な要素となるものと考えられる．

３ 年齢別体型について
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体型の年齢的推移 （女子）
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衣服設計のための身体計測ｉ値について

　

図１は，１４項目を組合わせた男子の体型についてＭｏｌｌｉｓｏｎの関係偏差折線を描き，成人の体型と

比較したものである， これによると１６歳，１９歳は成人の体型と類似の傾向を示すが，１９歳は各項

目が正に偏し，１６歳は身長， 背丈，胸囲， 頭付根囲などがやや負に偏している．１３歳，１０歳，７歳

の各項目はいずれも負に偏し，また折線の振幅も大きいが，１４項目の中では膝関節高と’胴囲が成人

基準値にやや接近している

　

すなわち１９歳男子は成人よりも背が高く，背肩幅もより広く，首や胴

の太い体型であり，１６歳は成人よりやや小柄な痩身で，下肢の長い体型である．また１３歳，１０歳，
７歳は成人よりも著しく小柄で， 背肩幅も狭く， 首の細い 「こども」の体型である．

　

図２は女子の体型を成人と比較したものである．１３歳，１６歳，１９歳の各年齢ではともに成人の体

型と類似するが，そのうち１９歳では背肩幅，胸囲，
．胴囲， 腰囲， 頭付根囲， 上腕最大囲などが正に

偏し，１６歳では身長，前上月易骨疎高，膝関節高，後胴高などが正に偏している．また１３歳では胸囲，
腰囲， 顎付根囲， 上腕最大囲， 大腿最大囲などがやや負に偏している，１０歳， ７歳では各項目が著

しく負に偏しているが，膝関節高，！胴囲が成人基準値にやや接近している，すなわち１９歳女子は成

人よりも背肩幅が広く， 体幹部の太い「がっしり」した体型であり，１６歳は成人よりも背が高く，
足長型の体型である， また１３歳は成人よりも背は高いが，「ほっそり」した体型である，１０歳， ７

歳は成人よりも著しく小柄で， 胴くびれの少い「こども」の体型である．

　

４

　

身体各部の相関について

　

身長， 胸囲に対する各項目の相関係数を性別， 年齢別に求め， 表４に示した．

　

身長に対する袖丈， 背丈の相関は， すべての年齢の男女で高く， 胸囲， 胴囲， 腰圏との相関は男

表４ 相関係数
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女いずれも一般に低い．

　

胸囲に対する胴囲，腰囲，顎付根囲，背肩幅の相関は，７・１０・１３歳の男女がいずれも高く，
１６・

１９歳・成 編の男女はいずズ害も中程度である．

　

７・１０・１３歳の男女では幅育項目の背肩幅は， 上述のように周育項目の胸囲と高い相関を持

つと・ともに， 長育項目の身長ともまた高い相関を持つことから， 衣服寸法を推定するのに， 身長や

胸囲によって背肩幅を推定することも可能と思われる，

要

　　

約

　

衣服設計の基礎資料として， 幼児から成人にいたる体型を把握するために， 旭川市の４歳～成人

の男女６６４人について身体言義則を行い，体型の年齢的推移を検討した．計測項目は，長育７項目（身

長， 前上腸骨勅【高， 膝関節高， 後胴高， 股の高さ， 袖丈， 背丈）， 周育６項目（胸囲， 胴囲， 腰囲，

顎付根囲， 上腕最大囲， 大腿最大圏）， 幅育１項目（背肩幅）の， 合計１４項目である．

　

１

　

各項目の平均値は加齢とともに次第に増大するが， 各年齢間の増加量が最大値を示すのは，

長育項目では男子１０・１３歳間， 女子７・１０歳間であり， 幅育項目と周育項目は男女ともに１０・１３

歳間である．１０・１３歳間の男子では背肩幅と胴囲の， 女子では胸囲
と腰囲の増加量が特に著しい．

また４～１０歳の男女では， 身長の増加率よりも前上腸骨糠高と袖丈の増加率の方が大である．

　

２

　

各年齢にわたり， 男子では長育各項目と背肩幅， 胴囲， 頭付根囲などが大であるのに対し，

女子では腰囲， 大腿最大囲が大であり， それぞれ顕著な有意差が認められる．

　

３

　

旭川市の平均値が全国平均値に比べて優位を示すのは背肩幅と周育各項目である．

　

４

　

身長に対する袖丈， 背丈の相関は男女いずれの年齢においても高く， 胸囲に対する胴囲， 腰

囲， 頭付根囲， 背肩幅の相関は７・１０・１３歳の男女がいずれも高い．

　

終りに， 身体計測についてご指導をいただいたお茶の水女子大学教授

　

柳沢澄子先生に深く感謝

申し上げる． なお身体計測にご協力下さった被験者の皆様にも併せて厚くお礼を申し
上げる，
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